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三洋化成工業株式会社

１.経営成績

（１）連結売上高は、単体が３３億円の減収となったものの、２０１１年に中国で増設した高吸水性樹脂

　　　設備の稼働が寄与し、前期比１.１％増の１,４２７億円となりました。

（２）利益面では、増収効果に加え、コストダウンなどにより、営業利益は前期比７.４％増の６２億円、

　　　経常利益は前期比４.４％増の７３億円となりました。

　　　　　（単位：億円）

2011年度

売 上 高 １,４１０

営 業 利 益 ５８

経 常 利 益 ７０

当 期 純 利 益 ３７

２．セグメント別連結売上高

（単位：億円）

売上高 構成比(%)

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ５１１ ３６.２

石油・輸送機産業関連 ３２６ ２３.１

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・繊維産業関連 １８６ １３.２

情報・電気電子産業関連 ２０５ １４.５

環境・住設産業関連他 １８３ １３.０

合　　　　計 １,４１０ １００.０

３．セグメント別連結営業利益

（単位：億円）

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ２８

石油・輸送機産業関連 ４

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・繊維産業関連 ２３

情報・電気電子産業関連 ４

環境・住設産業関連他 △１

合　　　　計 ５８

２０１２年度 決算の概要

連　結 単　体

2011年度

伸び率(%)

１,４２７ １.１ ９８１ ９４７ △３.４

2012年度 伸び率(%) 2011年度 2012年度

２５.８

７３ ４.４ ５２ ５４ ４.７

６２ ７.４ ２３ ２９

１４.４

2011年度 2012年度 前期比

４２ １２.８ ３５ ４０

売上高 構成比(%) 増減 伸び率(%)

５５３ ３８.８ ４２ ８.３

３２８ ２３.０ ２ ０.６

１７６ １２.３ △１０ △５.７

２０１ １４.１ △４ △１.９

１６９ １１.８ △１４ △７.５

１,４２７ １００.０ １６ １.１

前期比

増減 伸び率(%)
2012年度

２９ １ ４.３

１１ ７ ２.５倍

２０ △３ △１２.７

５ １ ３０.０

△３ △２ －　

６２ ４ ７.４

－１－



４．連結営業利益の増減分析（前期比）
（単位：億円）

５．配当の状況

中間期末
　円 銭

２０１１年度 ７.５０

２０１２年度 ７.５０

２０１３年度
（予想）

７.５０

６．２０１３年度業績予想

　　　　　　　（単位：億円）

２０１３年度
前期比
差額

前期比
伸び率(%)

売 上 高 １，５５０ １２３ ２．４

営業利益 ７４ １２ ５．０

経常利益 ８１ ８ △　７．７

当期純利益 ４９ ７ △１１．０

<業績予想の前提条件> 　為替レート：９２円/＄、国産ナフサ価格：６万３千円/KL

７．トピックス

（１）世界的な需要増に対応し、潤滑油向け粘度指数向上剤の生産体制を強化

 当社は、潤滑油に添加して自動車などの省燃費化に貢献する粘度指数向上剤『アクルーブ』シリーズ

の世界的な需要増に対応するため、２０１３年２月に米国の連結子会社サンヨーケミカル・アンド・レ

ジンズＬＬＣ（ペンシルベニア州）で生産能力４,０００トン／年の設備を稼働させました。一昨年来

の鹿島工場での２万トン／年の増設に続く増強であり、これらの増強の結果、日米での生産拠点複数化

とともに安定供給体制が強化され、当社グループにおける粘度指数向上剤の生産能力は、国内における

３万トン／年から、日米合わせて５万４,０００トン／年となりました。

（２）高吸水性樹脂の生産・研究開発・販売で新たな合弁を開始

 高吸水性樹脂を製造･販売しているサンダイヤポリマー株式会社（以下サンダイヤ）は、当社が６０％

三菱化学株式会社（以下三菱化学）が４０％の株式を保有する合弁会社でしたが、合弁契約を解消し、

豊田通商株式会社（以下豊田通商）をパートナーとする新たな合弁会社として開始することとなりまし

た。三菱化学が保有していた株式４０％の内、豊田通商が３０％、当社が１０％を取得し、両社の所有

割合は、当社が７０％、豊田通商が３０％となります。

 新たな合弁会社では、従来よりサンダイヤが保有する研究開発･生産体制に加え、豊田通商が保有する

販売・物流網を活用することで競争力を高め、グローバル展開を加速してまいります。

２３

１

△　４

△　４３６

２０１３年度

単　体

配当性向

（連結）

％

４４.７

３９.６

３４.５

前期比
差額

１７．２

１株当たり配当金

年間

　円 銭

１５.００

１５.００

１５.００

９７０

３０

５０

前期比
伸び率(%)

８．７

１９．６

１１．５

期末

連　結

　円 銭

７.５０

７.５０

７.５０

▲3.12.9
3.8

6.8
4.5

▲10.7

61.857.6
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８．連結海外売上高の推移

９．主な設備投資と減価償却費

（１）設備投資額（検収ベース）、減価償却費の推移

（２）主な設備投資額（検収ベース）
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　（単位：億円）

2012年度(実績) 2013年度(予想)

 設 備 投 資 額 　９９ 　８４

 減 価 償 却 費 　９２ ９６

(単位:億円)

稼働時期 総投資額

単体 新製造事務所(鹿島工場) 2012年度 ４

潤滑油添加剤製造設備(鹿島工場) 2012年度 ２３

新ﾌﾟﾛｾｽ対応PPGﾊﾟｲﾛｯﾄ設備(衣浦工場) 2012年度 ５

ﾄﾅｰﾊﾞｲﾝﾀﾞｰ製造設備(鹿島工場) 2013年度 ２２

超臨界ﾌﾟﾛｾｽ検討用ﾊﾟｲﾛｯﾄ設備(鹿島工場) 2013年度 ８

生産革新工事(各工場) 2011～2013年度 ４

海外子会社業務ｼｽﾃﾑ導入 2013年度 ３

三洋化成精細化学品（南通） 有機合成設備 2012年度 ３

有機合成設備 2013年度 ４

ｻﾝﾖｰｹﾐｶﾙ･ｱﾝﾄﾞ･ﾚｼﾞﾝｽﾞLLC 潤滑油添加剤製造設備 2013年度 ５

ｻﾝﾖｰｶｾｲ(ﾀｲﾗﾝﾄﾞ)ﾘﾐﾃｯﾄﾞ 電子部品製造工程用洗浄剤製造設備 2012年度 １

有機合成設備 2013年度 １

－３－


